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和田地域づくり協議会主催のイベント「ＷＡＯ！感

謝祭」は昨年度まで１１月開催でしたが、今年度から

「ＷＡＯ！なの花まつり」の名称で、来年の１月２４

日（日）10時～15時の間で行うことになりました。

つきましては、このイベントへ出店を希望する方を

次のような条件で募集いたしますので、ご検討の上ご

応募をお願いいたします。

１１１１．．．．会 場 道会 場 道会 場 道会 場 道のののの駅駅駅駅「「「「和田浦和田浦和田浦和田浦ＷＡＷＡＷＡＷＡ・・・・Ｏ！」Ｏ！」Ｏ！」Ｏ！」西側駐車場西側駐車場西側駐車場西側駐車場 餅投げは昨年度も大盛況

２２２２．．．．出店区画 間口2.7出店区画 間口2.7出店区画 間口2.7出店区画 間口2.7ｍｍｍｍ××××奥行奥行奥行奥行き3.6き3.6き3.6き3.6ｍｍｍｍをををを予定予定予定予定していますしていますしていますしています

３３３３．．．．出店料出店料出店料出店料 １１１１区画区画区画区画１１１１，，，，００００００００００００円円円円（（（（１１１１店舗店舗店舗店舗１１１１区画区画区画区画でおでおでおでお願願願願いしますいしますいしますいします））））

４４４４．．．．応募締切応募締切応募締切応募締切 １２１２１２１２月月月月１０１０１０１０日日日日（（（（木木木木））））１７１７１７１７時時時時までまでまでまで

５５５５．．．．おおおお申込先 和田地域申込先 和田地域申込先 和田地域申込先 和田地域づくりづくりづくりづくり協議会事務局協議会事務局協議会事務局協議会事務局 ４７４７４７４７－－－－３４２７３４２７３４２７３４２７

※ア．応募多数の場合は抽選をいたしますので、ご了承ください。

イ．出店が決定した方への説明会を、後日開催いたします。

今年度３回目の料理体験教室です。この料理体験は地元で

採れる食材を使った料理を体験し、身に付けてもらおうと企

画している教室です。

今回は太巻き寿司にチャレンジです。最近はあちこちで作

られていますが、生まれたのは外房地方（九十九里あたり）

で、お祝い事に使われたようです。今回は「さざんか」の花

をデザインしたものを作ります。

前回のあじ料理体験 次のように行いますので、ふるってご参加ください。

１．日 時 平成平成平成平成２７２７２７２７年年年年１２１２１２１２月月月月１１１１１１１１日日日日（（（（金金金金））））１４１４１４１４時時時時～～～～１５１５１５１５時頃時頃時頃時頃までまでまでまで

２．会 場 自然自然自然自然のののの宿宿宿宿 くすのくすのくすのくすの木木木木 和田町上三原１２４４－１

３．参加費 １１１１，，，，２００２００２００２００円円円円（（（（当日当日当日当日、、、、集金集金集金集金しますしますしますします））））

４．募集人員 ２０２０２０２０人人人人（（（（先着順先着順先着順先着順でででで、、、、定員定員定員定員になりになりになりになり次第締次第締次第締次第締めめめめ切切切切りますりますりますります））））

５．持ち物 エプロン、三角巾、（材料・用具はこちらで用意します）

６．申込先 和田地域和田地域和田地域和田地域づくりづくりづくりづくり協議会協議会協議会協議会 ４７４７４７４７ーーーー３４２７３４２７３４２７３４２７

１１１１１１１１ 月 末月 末月 末月 末 か らか らか らか ら １２１２１２１２ 月月月月 ま で のま で のま で のま で の 主主主主 なななな 行 事行 事行 事行 事
11月 27日（金） 地域づくり協議会主催の歩け歩け大会（酪農のさと～峯岡山分屯基地）

12月 6日（日） 南房駅伝（鴨川～館山 道の駅前と丸山川付近が中継点になります）

12月 11日（金） 料理体験教室（太巻き寿司）ーーくすの木

12月 13日（日） アンテナショップの開設（道の駅和田浦ＷＡ・Ｏ！）

12月 29日～ 1月 3日 年末・年始閉庁日（和田地域センターは日直がいます）
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南房総市の友好都市である武蔵野市へ研修に 11 月 18 日

に行ってきました。目的は、全国でも市民活動で先進的な

取り組みをしている、武蔵野市吉祥寺南町コミュニティ協

議会の活動や運営のしくみを学ぶことでした。

武蔵野市には町内会がなく、市内が１６のコミュニティ

地区に分かれ、それぞれにコミュニティ協議会が設立され、

その活動拠点としてコミュニティセンターがあります。こ

のコミュニティセンターの運営は、協議会の運営委員や協 コミセン内の様子

力委員であり、自主参加・自主企画・自主運営を基本として進められていました。まさに、

コミュニティ協議会が、地域コミュニティの核となって活動している様子が伺えました。

東日本大震災で壊滅的な打撃を受けた宮城県石巻市牡鹿

地区で復興支援をしている団体が、「これからいかに地域

を復興させていくか」の参考にするため、道の駅「和田浦

ＷＡ・Ｏ！」の運営について研修しに、10 月 15 日に訪れ

ました。牡鹿地区では国の予算でビジターセンターのよう

な施設が作られるそうで、その運営を応援隊が行うとのこ

とからです。

黒板も使って説明 地域を活性化させるにはどうしたらよいかと言う点では

一致していますが、牡鹿地区は人がいなくなってしまっていること、さらに建物もこれから

作らなくてはならないことなどから、まちづくり（復興）は長期化し、大変と思います。し

かし、何とか成功させて欲しいと願わずにはいられません。

今回で６６回となる「南三原地区運動会」 南房総市文化協会和田支部主催の文化祭が、

が、11月 3日に南三原小学校で行われました。 10 月 25 日（日）に和田コミュニティセンタ

この日は晴天の特異日のようで，今年も見事 ーで行われました。

に晴れ、暑いほどでした。 １階のホールや生きがいスペース、２階の

そんな中、老若男女約 500 名が集まり親睦 図書室や視聴覚室は、幼・小学校の絵画や各

を深めました。各区対抗の競技であるため、 サークルの作品などが展示されていました。

皆さん懸命に取り組んでいました。しかし、 参観者は「うまく描けるものだね」とか「ず

一生懸命やってもうまくいかず笑いを誘った いぶん時間がかかっているね」などと感想を

り、昔は速かったからといって出場したリレ 述べていました。

ーで転んでしまったりと、なかなか思うよう ３階はカラオケや踊りなど、各自が習って

にはいかなかったようです。 いることの発表の場になっていました。

競技の結果は今年も松田区が優勝し２連覇 今は生涯学習社会です。いつでも、どこで

となりまし も、だれで

た。 もが学び、

来年のた 自分自身を

め、また健 高め充実し

康のため、 た生き方に

今から身体 つなげてい

を動かし始 って欲しい

めましょう。と思います。

お年寄りががんばった玉入れ 見応えある作品群


